
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
第
一
部
は
福
島
み
ず
ほ
社
民
党
副
党
首(

参
議
院

議
員)

の
国
会
情
勢
・
報
告
、
「
さ
さ
き
克
己
」
衆
議

院
選
挙
予
定
候
補(

第
十
五
選
挙
区)
の
決
意
表
明
▼

第
二
部
は
両
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
中
川
と
し
お
寒
川
町
会

議
員
。
★
テ
ー
マ
は
①
自
由
を
脅
か
す
監
視
社
会
の

到
来
を
許
さ
な
い(

盗
聴
法
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪

法
、
自
民
党
憲
法
改
正
案
な
ど 

②
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

問
題
点
…
国
家
戦
略
特
区
構
想
の
脆
弱
性
、
働
き
方

改
革
の
問
題
点
、
不
公
正
税
制
の
是
正
な
ど(

森
友
・

加
計
学
園
問
題
の
本
質
、
働
き
方
改
革
・
残
業
代
ゼ

ロ
法
案
、
消
費
税
・
税
の
応
能
負
担
の
在
り
方 

③ 

 
 

  

脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換(

脱
原
発
で

日
本
再
生 

④
子
ど
も
、
子
育
て
支
援(

子
ど
も
の
貧

困
と
待
機
児
童
の
現
状
等
…
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
一
七
〇
名
。 

  

■ 

福
島
み
ず
ほ 

国
会
報
告
… 

「
安
倍
総
理
は
森
友
学
園
疑
惑
で
『
私
や
妻
が
土
地

払
い
下
げ
で
関
与
し
た
ら
総
理
も
議
員
も
や
め
る
』

と
言
っ
た
。
関
与
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
辞
め
て

も
ら
お
う
で
は
な
い
か
。
彼
は
国
会
答
弁
で
も
平
気

で
ウ
ソ
を
つ
く
。
責
任
と
る
と
言
っ
て
取
ら
な
い
。 

 

会場を埋めつくした約１７０名の参加者、メモをとる姿が目立ちました。 

２０１7 年 9 月１６日 (金) 

# 2２０ 写真ュース   

9.1６福島みずほ・ささき克己茅ヶ崎集会 

：党神奈川 教育宣伝委員会発行 九
月
十
六
日(

土)

、
茅
ヶ
崎
市
内
に
お
い
て
「
福
島
み
ず
ほ
・
さ
さ
き
克
己
と
未
来
を
語
ろ
う
」
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
山
際 

正
道
氏
は
「
臨
時
国
会
は
北
朝
鮮
問
題
、
森
友
・
加
計
学
園
疑
惑
、
憲
法
な
ど
課
題

が
山
積
。
安
倍
総
理
の
政
治
の
私
物
化
は
許
せ
な
い
。
北
朝
鮮
問
題
で
言
え
ば
対
話
重
視
こ
そ
世
界
の
平
和
・
安
定
に

つ
な
が
る
。
一
方
、
河
野
太
郎
外
務
大
臣
は
圧
力
重
視
政
策
、
原
発
問
題
で
言
え
ば
大
臣
に
な
っ
た
途
端
『
脱
原
発
』

と
言
わ
な
く
な
っ
た
。『
さ
さ
き
克
己
』
予
定
候
補
は
政
治
家
と
し
て
正
し
い
日
本
の
方
向
を
さ
し
示
す
こ
と
が
出
来
る

人
。
憲
法
を
、
平
和
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
国
会
へ
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

     
左から山際 正道氏(ささき克己を国会へ送る会共同代表)、福島みずほ 

参議院議員、ささき克己衆院選予定候補、司会の山崎公江さん。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働
き
方
改
革
と
言
っ
て
、
繁
忙
期
で
は
百
時
間
の
残
業
を
可
能
と
す

る
。
こ
れ
で
は
過
労
死
す
る
。
更
に
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
な
ど
。
ま
さ
に

『
働
か
せ
方
改
悪
』
と
言
え
る
。
労
働
時
間
の
規
制
を
な
く
す
労
基
法

改
悪
は
許
せ
な
い
。
憲
法
九
条
の
三
項
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
と
い
う

の
は
災
害
救
助
で
は
な
く
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
で
、
戦
争
放
棄

を
唱
え
て
い
る
一
項
、
二
項
の
破
壊
。
共
謀
罪
で
い
え
ば
犯
罪
を
犯
さ

な
く
て
も
共
謀
し
た
だ
け
で
、
話
し
合
う
だ
け
で
犯
罪
が
成
立
す
る
。

市
民
の
力
で
廃
止
に
追
い
込
も
う
。
安
倍
政
権
の
バ
ッ
ク
に
は
日
本
会

議
な
ど
あ
る
が
、
今
回
の
衆
議
院
選
挙
、
憲
法
改
悪
を
企
む
彼
ら
の
執

念
が
勝
つ
の
か
、
七
十
二
年
間
守
り
続
け
た
平
和
・
民
主
主
義
が
勝
つ

の
か
、
大
事
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。 

■ 

さ
さ
き
克
己 

予
定
候
補 

決
意
表
明 

「
こ
の
二
〇
年
、
社
会
の
生
産
技
術
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
伸
び 

て
い
る
の
に
年
収
は
下
が
っ
て
い
る
。
入
社
す
る
際
に
は
約
四
割
が
非

正
規
か
派
遣
労
働
。
大
学
卒
業
時
に
は
四
〇
〇
万
円
前
後
の
借
金
が
待

っ
て
い
る
現
実
。
二
世
・
三
世
議
員
は
若
者
の
貧
困
の
実
態
が
わ
か
っ

て
い
な
い
。
朝
鮮
学
校
支
援
、
部
落
解
放
問
題
な
ど
関
わ
っ
て
き
て
い

る
が
、
弱
い
者
の
立
場
、
差
別
さ
れ
て
い
る
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
税

金
の
使
い
方
、
国
の
政
策
を
根
本
的
に
変
え
さ
せ
な
い
限
り
平
和
で
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
は
で
き
な
い
。
憲
法
は
変
え
さ
せ
な
い
。

是
非
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

左は決意表明をする「ささき克己」予定候補、右は国会報告をする福島みずほ参議院議員 

http://free-line-design.com/?p=313


 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 会場で集会アンケートを参加者にお願いした結果、

以上のような回答を頂きました。 

雨の中での企画でしたが、約１７０名の方の参加を

頂きました。 

合わせてカンパも頂きました。 

大変、有難うございました。 

 

２０１７年９月１８日 実行委員会事務局 


